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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
異
説
、
ド
イ
ツ
栄
光
の
階
段
　
兵
器
紹
介

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
１
８
６
Ｖ

【
作
者
名
】

　
橘
花

【
あ
ら
す
じ
】

　
異
説
、
ド
イ
ツ
栄
光
の
階
段
に
登
場
す
る
兵
器
を
紹
介
し
ま
～
す
。
原
則
、

長
さ
等
は
記
入
し
ま
せ
ん
。
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ゲ
ル
マ
ン
級
戦
艦

ゲ
ル
マ
ン
級
戦
艦
　
　

６
０
?
連
装
５
０
口
径
砲
　
　
　
　
４
基

２
０
?
連
装
６
５
口
径
両
用
砲
　
　
８
基

１
５
．
?
５
５
口
径
高
角
砲
　
　
　
　
　
１
６
基

４
０
ｍ
ｍ
連
装
機
銃
　
　
　
　
　
　
３
２
基

２
５
ｍ
ｍ
三
連
装
機
銃
　
　
　
　
　
２
４
基

２
０
ｍ
ｍ
単
装
機
銃
　
　
　
　
　
　
６
８
基

満
排
水
量
　
１
５
万
２
３
０
０
ｔ
　
　
基
準
排
水
量
　
１
４
万
３
９
０
０
ｔ

速
力
　
３
２
ノ
ッ
ト
（
機
関
出
力
　
３
５
万
馬
力
）
　

水
上
機
　
１
０
機
（
偵
察
機
４
機
　
観
測
機
兼
戦
闘
攻
撃
機
６
機
）

エ
ー
ベ
ル
ト
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
北
部
の
秘
密
海
軍
ド
ッ
ク
で
建
造
し
た
強
計
画
一

番
艦
。
同
型
艦
は
ゲ
ル
マ
ン
と
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
、
現
在
建
造
中
の
ヴ
ィ
ル
ヘ

ル
ム
。

将
来
的
に
８
０
?
砲
を
装
備
す
る
た
め
、
甲
板
に
は
余
裕
を
持
た
せ
た
設
計
を
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さ
れ
て
い
る
。
　
光
学
照
準
儀
と
観
測
機
、
目
測
、
電
子
計
算
機
を
組
み
合
わ

せ
れ
ば
、
最
大
４
万
メ
ー
ト
ル
先
の
目
標
で
も
命
中
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
。
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ア
ー
リ
ア
級
空
母

ア
ー
リ
ア
級
空
母

２
０
?
連
装
４
０
口
径
砲
　
　
　
　
　
　
　
　
４
基

１
２
．
７
?
５
５
口
径
連
装
高
角
砲
　
　
　
　
１
０
基

４
０
ｍ
ｍ
連
装
機
銃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
８
基

２
０
ｍ
ｍ
単
装
機
銃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
０
基

満
排
水
量
　
７
万
３
０
０
０
ｔ
　
　
　
基
準
排
水
量
　
６
万
４
０
０
０
ｔ

速
力
　
３
３
ノ
ッ
ト
（
２
４
万
馬
力
）

搭
載
機
　
１
６
５
機
（
戦
闘
機
５
３
機
、
攻
撃
機
５
３
機
、
爆
撃
機
５
３
機
、

偵
察
機
兼
攻
撃
機
６
機
）

エ
ー
ベ
ル
ト
の
強
計
画
の
一
環
で
建
造
さ
れ
た
初
の
空
母
。
エ
セ
ッ
ク
ス
を
モ

デ
ル
に
拡
大
さ
せ
た
様
な
感
じ
の
空
母
。
同
型
艦
は
ア
ー
リ
ア
、
ゲ
ル
ビ
ル
、

イ
ン
ゲ
ノ
ー
ル
、
ポ
ー
ル
。

世
界
一
の
排
水
量
を
誇
る
巨
大
空
母
。
飛
行
甲
板
は
装
甲
化
し
、
３
８
?
砲
で
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す
ら
跳
ね
返
す
だ
け
の
防
御
力
を
持
ち
、
上
陸
支
援
用
の
２
０
?
砲
ま
で
持
つ

攻
守
一
体
の
空
母
。
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ア
イ
ス
ナ
ー
級
空
母

ア
イ
ス
ナ
ー
級
空
母

２
０
?
連
装
４
０
口
径
砲
　
　
　
　
　
　
　
　
４
基

１
２
．
７
?
５
５
口
径
連
装
高
角
砲
　
　
　
　
８
基

４
０
ｍ
ｍ
連
装
機
銃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
８
基

２
５
ｍ
ｍ
三
連
装
機
銃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
基

１
２
?
２
８
連
装
噴
進
砲
　
　
　
　
　
　
　
　
８
基

満
排
水
量
　
３
万
５
０
０
０
ｔ
　
　
基
準
排
水
量
　
２
万
８
０
０
０
ｔ

速
力
　
３
８
ノ
ッ
ト
（
２
８
万
馬
力
）

搭
載
機
　
８
８
機
（
戦
闘
機
２
８
機
　
攻
撃
機
２
８
機
　
爆
撃
機
２
８
機
　
偵

察
機
兼
攻
撃
機
４
機
）

エ
ー
ベ
ル
ト
の
強
計
画
の
一
環
で
建
造
さ
れ
た
中
型
高
速
空
母
。
こ
れ
を
短
略

小
型
化
し
た
量
産
空
母
も
計
画
中
。
同
型
艦
は
ア
イ
ス
ナ
ー
、
バ
ッ
ハ
、
ヒ
ン

デ
ン
ブ
ル
ク
、
カ
イ
ザ
ー
、
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
、
ヤ
ー
デ
。
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３
８
ノ
ッ
ト
と
、
中
型
空
母
に
見
合
う
搭
載
機
を
持
つ
ド
イ
ツ
海
軍
空
母
の
完

成
品
。
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?
号
戦
車
　
レ
ー
ベ

?
号
戦
車
　
レ
ー
ベ
（
ド
イ
ツ
語
で
ラ
イ
オ
ン
）

９
８
ｍ
ｍ
７
５
径
砲
　
　
　
　
　
１
門

１
２
．
７
ｍ
ｍ
機
関
銃
　
　
　
　
　
１
門
（
砲
塔
上
部
）

７
．
９
２
ｍ
ｍ
機
関
銃
　
　
　
　
　
３
門
（
主
砲
同
軸
と
車
体
前
方
、
砲
塔
後

部
）

装
甲
　
２
０
０
～
８
０
ｍ
ｍ
　
最
大
傾
斜
角
５
０
°

速
度
　
４
０
?
（
整
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ン
ジ
ン
　
１
０
０
０
馬
力

の
高
回
転
エ
ン
ジ
ン

　
　
　
３
２
?
（
不
整
地
）
　

エ
ー
ベ
ル
ト
の
強
計
画
で
考
案
さ
れ
た
戦
車
。
製
造
数
を
増
や
す
た
め
、
強
度

と
性
能
を
落
と
す
事
無
く
、
部
品
数
と
工
程
を
減
ら
す
工
夫
が
施
さ
れ
た
為
、

一
年
間
に
８
０
０
台
以
上
が
完
成
さ
せ
ら
れ
る
。
武
装
は
後
半
で
出
て
く
る
ス

タ
ー
リ
ン
重
戦
車
に
対
応
で
き
る
様
に
長
砲
身
か
つ
強
力
な
主
砲
を
装
備
さ
せ

た
。
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?
号
戦
車
　
レ
オ
パ
ル
ド

?
号
戦
車
　
レ
オ
パ
ル
ド

１
２
７
ｍ
ｍ
５
０
口
径
砲
　
　
　
　
　
１
門

マ
ウ
ザ
ー
連
装
砲
　
　
　
　
　
　
　
　
１
基
（
砲
塔
上
部
）

７
．
９
２
ｍ
ｍ
機
関
銃
　
　
　
　
　
　
４
門
（
主
砲
同
軸
、
車
体
前
方
、
砲
塔

後
部
、
車
体
後
方
）

装
甲
　
２
２
０
～
９
０
ｍ
ｍ
　
　
　
　
最
大
傾
斜
角
６
０
°

速
度
　
５
８
?
（
整
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ン
ジ
ン
　
１
３
０
０
馬
力
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
エ
ン
ジ
ン

　
　
　
４
５
?
（
不
整
地
）
　

エ
ー
ベ
ル
ト
の
強
計
画
で
考
案
し
た
戦
車
。
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
エ
ン
ジ
ン
を
採
用

し
、
速
度
と
機
動
力
を
強
化
し
た
重
戦
車
。
装
甲
も
厚
く
、
前
面
は
１
２
２
ｍ

ｍ
砲
で
も
跳
ね
返
す
装
甲
厚
を
持
つ
。
ド
イ
ツ
軍
戦
車
技
術
の
集
大
成
。
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?
号
多
砲
塔
戦
車
　
カ
リ
バ
ー
ド

?
号
多
砲
塔
戦
車
　
カ
リ
バ
ー
ド

１
２
７
ｍ
ｍ
３
５
口
径
砲
　
　
　
１
門

５
０
ｍ
ｍ
３
４
口
径
砲
　
　
　
　
４
門

７
，
９
２
ｍ
ｍ
機
関
銃
　
　
　
　
８
門

装
甲
　
１
１
０
～
３
０
ｍ
ｍ
　
　
　
　
最
大
傾
斜
角
３
０
°

速
度
　
３
８
?
（
整
地
）
　
　
　
　
　
　
１
３
０
０
馬
力
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
エ
ン

ジ
ン

　
　
　
２
５
?
（
不
整
地
）

乗
員
削
減
の
為
に
自
動
装
填
装
置
を
全
て
の
砲
に
装
備
し
た
ド
イ
ツ
軍
初
の
本

格
多
砲
塔
戦
車
。
機
甲
師
団
指
揮
官
や
機
甲
部
隊
長
が
乗
る
た
め
、
無
線
機
な

ど
は
当
時
の
ド
イ
ツ
が
装
備
す
る
最
新
式
の
物
。
武
装
は
対
戦
車
用
主
砲
の
１

２
７
ｍ
ｍ
砲
と
、
歩
兵
支
援
用
主
砲
の
５
０
ｍ
ｍ
砲
（
中
戦
車
程
度
な
ら
撃
破

も
可
能
）
が
あ
る
。
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?
号
戦
車
　
レ
オ
パ
ル
ド
２

?
号
戦
車
　
レ
オ
パ
ル
ド
２

１
４
０
ｍ
ｍ
７
０
口
径
砲
　
　
　
　
　
　
　
１
門

マ
ウ
ザ
ー
連
装
砲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
基
（
砲
塔
上
部
）

７
．
９
２
ミ
リ
機
銃
　
　
　
　
　
　
　
　
３
門
（
主
砲
同
軸
、
車
体
前
方
、
砲

塔
後
部
）

装
甲
　
２
５
０
ｍ
ｍ
～
１
１
０
ｍ
ｍ
　
　
　
　
　
最
大
傾
斜
角
５
５
°

速
度
　
６
８
?
（
整
地
）
　
　
　
　
　
　
　
１
６
０
０
馬
力
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
エ

ン
ジ
ン

　
　
　
５
３
?
（
不
整
地
）

エ
ー
ベ
ル
ト
の
考
え
た
最
終
形
態
戦
車
で
あ
る
レ
オ
パ
ル
ド
を
更
に
改
良
し
た

究
極
戦
車
。
自
働
装
填
装
置
に
よ
っ
て
驚
く
べ
き
連
射
性
能
を
持
ち
、
砲
身
に

は
冷
却
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
周
囲
を
見
張
る
セ
ン
サ
ー
を
持
ち
、
近
づ
く
歩

兵
を
車
内
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
る
。
重
量
は
最
新
技
術
を
使
用
し
、
レ
オ

パ
ル
ド
よ
り
も
軽
い
。
し
か
も
、
履
帯
カ
バ
ー
に
特
殊
な
空
気
圧
縮
機
を
使
用

す
れ
ば
水
上
走
行
も
可
能
と
言
う
規
格
外
の
戦
車
で
も
あ
る
。
水
中
も
走
行
可

能
な
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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照
準
は
赤
外
線
・
暗
視
照
準
儀
も
装
備
し
て
お
り
、
夜
間
で
も
戦
闘
が
可
能
。

操
縦
席
に
は
視
界
を
広
げ
る
た
め
に
車
外
カ
メ
ラ
が
装
備
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

も
赤
外
線
・
暗
視
対
応
。
そ
の
他
、
照
準
儀
と
は
別
に
３
６
０
°
対
応
全
周
囲

警
戒
カ
メ
ラ
な
ど
、
実
験
的
装
備
も
さ
れ
て
い
る
。

エ
ー
ベ
ル
ト
の
指
揮
す
る
第
２
８
独
立
機
甲
師
団
専
用
の
重
戦
車
で
、
同
部
隊

以
外
の
配
備
さ
れ
て
い
な
い
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艦
上
戦
闘
機
　
Ｂ
ｆ
１
６

艦
上
戦
闘
機
　
Ｂ
ｆ
１
６

武
装
　
２
０
ｍ
ｍ
機
関
砲
４
門
（
主
翼
）

　
　
　
７
．
７
ｍ
ｍ
機
関
銃
２
門
（
機
首
）

　
　
　
３
０
ｍ
ｍ
機
関
砲
１
門
（
プ
ロ
ペ
ラ
同
軸
）

速
度
　
６
３
４
ｋ
ｍ
／
ｈ

航
続
距
離
　
１
２
３
０
?
　
　
１
９
２
０
?
（
増
漕
在
り
）

エ
ー
ベ
ル
ト
の
海
計
画
で
設
計
さ
れ
た
艦
上
戦
闘
機
。
敵
を
確
実
に
撃
墜
す
る

た
め
の
２
０
ｍ
ｍ
と
、
対
地
攻
撃
用
の
７
．
７
ｍ
ｍ
、
対
装
甲
目
標
攻
撃
用
の

３
０
ｍ
ｍ
機
関
砲
を
備
え
る
戦
闘
機
。

Ｂ
ｆ
１
０
９
戦
闘
機
設
計
の
段
階
で
本
機
も
同
時
に
設
計
し
、
武
装
は
と
も
か

く
、
装
備
は
相
関
性
を
持
た
せ
た
機
体
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
さ
れ
、
Ｂ
ｆ
１

０
９
も
着
艦
装
備
を
す
れ
ば
母
艦
に
着
艦
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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艦
上
雷
撃
機
　
ｊ
ｕ
９
５

艦
上
雷
撃
機
　
Ｊ
ｕ
９
５

武
装
　
１
５
ｍ
ｍ
機
関
銃
２
門
（
機
首
）

　
　
　
１
５
ｍ
ｍ
連
装
機
関
銃
１
基
（
後
部
機
銃
）

　
　
　
７
．
７
ｍ
ｍ
機
関
銃
２
門
（
偵
察
員
席
左
右
）

　
　
　
８
０
０
?
ま
で
爆
弾
、
魚
雷
を
装
備
可
能

速
度
　
５
４
３
?
／
ｈ

航
続
距
離
　
１
５
６
０
?

エ
ー
ベ
ル
ト
の
海
計
画
で
設
計
さ
れ
た
艦
上
雷
撃
機
。
特
徴
と
し
て
は
偵
察
員

席
に
７
．
７
ｍ
ｍ
機
銃
を
装
備
し
て
い
る
事
。
こ
れ
は
、
艦
上
通
過
時
に
機
銃

員
を
狙
い
撃
ち
し
た
り
、
低
空
爆
撃
の
時
に
下
を
狙
い
撃
ち
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
速
度
は
初
期
戦
闘
機
並
み
に
速
く
、
低
空
時
の
安
定
性
を
高
め
る

た
め
に
補
助
翼
も
大
き
め
の
を
採
用
し
た
傑
作
雷
撃
機
。
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ド
イ
ツ
国
内
情
勢
（
前
書
き
）

本
来
は
兵
器
紹
介
で
す
が
、
や
は
り
国
内
の
状
況
を
書
く
の
も
必
要
か
と
思
い

執
筆
し
ま
し
た
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ド
イ
ツ
国
内
情
勢

―
ド
イ
ツ
の
主
な
国
内
情
勢
―

第
一
次
世
界
大
戦
終
結
後
、
莫
大
な
賠
償
金
を
課
せ
ら
れ
た
ド
イ
ツ
は
必
死
で

経
済
の
立
て
直
し
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
政
府
の
紙
幣
印
刷
は
増
え
、
紙
幣
に

対
す
る
価
値
が
失
わ
れ
た
（
こ
こ
ら
辺
は
史
実
と
同
様
）

そ
ん
な
中
で
ヒ
ト
ラ
ー
は
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
党
首
と
し
て
ド
イ

ツ
南
部
方
面
で
着
々
と
国
民
の
支
持
を
増
や
し
続
け
た
。

エ
ー
ベ
ル
ト
は
自
ら
の
立
ち
上
げ
た
兵
器
産
業
省
は
着
々
と
兵
器
の
生
産
を
続

け
、
開
戦
日
に
間
に
合
う
よ
う
に
増
や
し
続
け
た
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
一
揆
が
そ
の
後
に
発
生
。
逮
捕
さ
れ
た
ヒ
ト
ラ
ー
に
終
戦
後
の
初

と
な
る
エ
ー
ベ
ル
ト
と
ヒ
ト
ラ
ー
の
再
会
で
、
軽
く
だ
が
兵
器
産
業
省
の
話
が

上
る
。

１
９
３
０
年
、
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
は
国
会
で
第
２
党
の
地
位
を

経
る
。
３
２
年
に
は
第
１
党
へ
と
上
り
詰
め
た
。
翌
年
に
は
ヒ
ト
ラ
ー
が
首
相

に
任
命
さ
れ
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
大
統
領
死
去
で
、
総
統
と
な
っ
た
時
の
演
説

に
て
再
軍
備
宣
言
を
行
う
（
史
実
で
は
３
５
年
）
。
エ
ー
ベ
ル
ト
の
立
ち
上
げ

た
兵
器
産
業
省
は
ド
イ
ツ
の
表
舞
台
へ
少
し
ず
つ
出
始
め
た
。

政
権
獲
得
後
に
ヒ
ト
ラ
ー
は
公
共
事
業
を
開
始
。
帝
国
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
な
ど
の

道
路
建
設
と
兵
器
生
産
を
行
い
、
失
業
者
は
６
０
０
万
人
か
ら
２
０
万
人
（
史

実
で
は
５
０
万
人
程
度
）
ま
で
減
少
す
る
と
言
う
快
挙
を
成
し
た
。
国
民
は
こ



17

れ
を
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
奇
跡
と
呼
ん
で
心
酔
す
る
者
が
増
え
た
。

３
５
年
の
ナ
チ
ス
党
大
会
の
最
中
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
法
を
制
定
さ
れ
、
ユ
ダ

ヤ
人
の
人
権
を
合
法
的
に
剥
奪
し
た
。
翌
年
に
は
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
進
駐
と
ベ
ル

リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ
、
国
民
は
よ
り
一
層
ヒ
ト
ラ
ー
を
支
持
し
た
。

３
８
年
に
エ
ー
ベ
ル
ト
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
下
に
連
行
さ
れ
、
そ
こ
で
兵
器
産
業
省

の
生
産
し
た
兵
器
を
披
露
。
エ
ー
ベ
ル
ト
、
ド
イ
ツ
国
防
軍
に
大
将
と
し
て
入

隊
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
を
僅
か
２
日
間
で
降
伏
さ
せ
た
ド
イ
ツ
は
着
々
と
領
土
拡
大
を
目

指
し
、
チ
ェ
コ
・
ス
ロ
バ
キ
ヤ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
や
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
の
東
方
か
ら
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
の
北
欧
な
ど
を
侵
略
・
併
合
し
た
。

―
ユ
ダ
ヤ
人
に
つ
い
て
―

ヒ
ト
ラ
ー
が
政
権
獲
得
す
る
前
か
ら
突
撃
隊
な
ど
が
小
規
模
な
が
ら
も
攻
撃
を

続
け
て
い
た
が
、
政
権
獲
得
後
は
表
だ
っ
て
攻
撃
を
開
始
。
ユ
ダ
ヤ
人
商
店
な

ど
、
多
数
が
被
害
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
強
制
収
容
所
に
入
れ
ら

れ
、
人
間
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
な
か
っ
た
。
本
編
で
は
語
ら
な
か
っ
た
が
、

開
戦
後
は
エ
ー
ベ
ル
ト
が
強
制
収
容
所
に
兵
器
工
場
を
併
設
さ
せ
る
よ
う
に
提

案
。
現
在
の
労
働
基
準
法
で
あ
る
一
日
８
時
間
、
週
４
０
時
間
尊
守
の
労
働
体

制
を
布
か
せ
た
。
ナ
チ
ス
党
の
猛
反
発
を
一
時
期
は
受
け
た
が
、
兵
器
生
産
の

効
率
性
は
十
分
で
、
次
第
に
反
発
を
受
け
な
く
な
っ
て
き
た
。

即
ち
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
法
で
剥
奪
さ
れ
た
人
権
は
少
な
か
ら
ず
戻
っ
て
き
た
。
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―
生
産
体
制
―

ド
イ
ツ
は
地
上
で
の
兵
器
生
産
と
地
下
で
の
兵
器
生
産
と
言
う
両
立
生
産
体
制

を
確
立
し
て
い
る
。
地
上
で
は
爆
撃
な
ど
の
被
害
で
兵
器
生
産
が
停
止
す
る
事

が
あ
る
が
、
地
下
な
ら
ば
余
程
の
こ
と
が
無
い
限
り
生
産
を
続
け
ら
れ
る
。

生
産
体
制
は
夜
間
と
昼
間
と
い
う
昼
夜
生
産
体
制
を
確
立
し
、
生
産
を
行
っ
て

い
る
。
量
産
体
制
は
ラ
イ
ン
生
産
方
式
を
採
用
。
流
れ
作
業
の
お
陰
で
生
産
効

率
は
高
く
、
し
か
も
エ
ー
ベ
ル
ト
の
考
案
し
た
強
度
と
性
能
を
落
と
す
事
無
く

部
品
数
と
工
程
を
減
ら
す
工
夫
の
お
陰
で
比
較
的
安
価
で
の
生
産
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。

―
独
立
陸
軍
に
つ
い
て
―

戦
争
激
化
に
よ
る
将
校
の
不
足
を
補
う
た
め
に
、
再
軍
備
宣
言
の
日
に
合
わ
せ

て
特
別
幼
年
軍
事
学
校
を
創
設
。
６
年
間
の
訓
練
の
ち
に
独
立
陸
軍
に
入
隊
す

る
事
を
義
務
付
け
ら
れ
た
。
大
半
が
中
学
生
位
の
少
年
少
女
。
ま
だ
、
こ
の
時

代
で
は
少
年
兵
す
ら
も
当
た
り
前
の
時
代
だ
っ
た
。
こ
れ
の
創
設
に
伴
っ
て
、

エ
ー
ベ
ル
ト
は
独
立
陸
軍
の
所
属
と
な
っ
た
（
階
級
は
ド
イ
ツ
国
防
軍
時
代
の

物
）
。

―
兵
器
産
業
省
―

エ
ー
ベ
ル
ト
が
立
ち
上
げ
た
兵
器
研
究
会
。
第
一
大
戦
後
に
エ
ー
ベ
ル
ト
が
か

き
集
め
た
、
後
世
歴
史
で
兵
器
生
産
・
設
計
を
行
う
人
物
の
勉
強
会
。
兵
器
の

設
計
と
新
技
術
・
新
兵
器
の
開
発
を
行
う
。
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―
突
撃
隊
に
つ
い
て
―

ヒ
ト
ラ
ー
が
政
権
獲
得
後
に
ユ
ダ
ヤ
人
商
店
を
狙
っ
て
ボ
イ
コ
ッ
ト
や
攻
撃
を

扇
動
。
一
部
は
そ
の
後
、
親
衛
隊
に
移
動
さ
れ
て
勢
力
は
少
し
ば
か
り
下
が
っ

た
が
、
開
戦
と
同
時
に
民
間
人
の
軍
事
教
練
を
担
当
。

―
国
民
突
撃
隊
に
つ
い
て
―

史
実
で
も
存
在
し
た
国
民
突
撃
隊
は
民
間
の
軍
事
組
織
の
事
だ
。
本
土
防
衛
の

必
要
に
駆
ら
れ
、
１
９
４
４
年
に
総
統
命
令
で
創
設
さ
れ
た
。
有
名
な
の
が
ベ

ル
リ
ン
攻
防
戦
で
の
戦
闘
だ
ろ
う
。
開
戦
と
同
時
に
突
撃
隊
で
親
衛
隊
に
行
か

な
か
っ
た
も
の
が
国
民
突
撃
隊
長
と
な
り
、
訓
練
を
受
け
る
。
１
６
歳
か
ら
６

０
歳
ま
で
、
軍
人
以
外
で
は
全
員
の
入
隊
が
義
務
付
け
ら
れ
た
（
工
業
従
事
者

は
基
本
的
に
生
産
を
優
先
。
）
。

―
情
報
親
衛
隊
―

情
報
収
集
の
専
門
訓
練
を
受
け
た
武
装
親
衛
隊
員
。

―
ハ
ー
バ
ン
ベ
ル
グ
に
つ
い
て
―

ド
イ
ツ
で
創
設
さ
れ
た
情
報
機
関
。
敵
の
情
報
収
集
か
ら
国
内
の
情
報
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
情
報
収
集
を
行
う
専
門
機
関
。
大
帝
国
を
目
指
す
ド
イ
ツ
は
占
領
地

に
一
つ
以
上
の
設
置
を
義
務
付
け
、
情
報
親
衛
隊
将
校
が
機
関
長
と
な
っ
て
そ

の
下
に
情
報
収
集
の
専
門
訓
練
を
受
け
た
国
防
軍
・
情
報
親
衛
隊
・
帝
国
警
察

情
報
課
が
配
属
さ
れ
る
。

―
武
装
親
衛
隊
―
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親
衛
隊
員
か
ら
ヒ
ト
ラ
ー
が
よ
り
信
頼
で
き
る
人
間
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
エ
リ

ー
ト
親
衛
隊
。
親
衛
隊
長
と
武
装
親
衛
隊
長
を
ヒ
ム
ラ
ー
が
兼
務
し
、
帝
国
警

察
を
も
束
ね
る
ド
イ
ツ
国
内
の
一
大
武
装
警
察
勢
力
。
緊
急
時
に
は
戦
場
で
も

戦
え
る
よ
う
に
訓
練
さ
れ
た
正
に
武
装
親
衛
隊
。

―
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
―

ド
イ
ツ
の
秘
密
警
察
。
帝
国
領
土
の
危
険
分
子
な
ど
の
逮
捕
を
行
う
警
察
組
織

の
一
つ
。
武
装
親
衛
隊
の
台
頭
で
勢
力
を
一
時
期
は
減
っ
た
が
、
武
装
親
衛
隊

の
大
半
が
国
外
に
出
る
様
に
な
る
と
国
内
の
治
安
維
持
を
担
う
様
に
も
な
る
。

―
軍
需
省
―

軍
事
関
係
の
全
て
の
兵
器
生
産
か
ら
新
技
術
開
発
を
統
括
す
る
省
。
ヒ
ト
ラ
ー

の
政
権
獲
得
後
に
宣
伝
省
共
々
設
け
ら
れ
た
。
兵
器
産
業
省
に
お
株
を
奪
わ
れ
、

現
在
は
解
体
さ
れ
る
が
、
こ
の
存
在
が
ド
イ
ツ
の
技
術
レ
ベ
ル
を
恐
ろ
し
い
ほ

ど
向
上
さ
せ
た
。

―
赤
い
鎌
―

ド
イ
ツ
秘
密
結
社
。
高
い
技
術
力
と
幅
広
い
情
報
網
か
ら
ド
イ
ツ
国
内
を
陰
な

が
ら
支
え
る
謎
の
存
在
。
こ
の
存
在
が
兵
器
の
革
新
的
進
歩
を
可
能
に
し
、
と

ん
で
も
な
い
兵
器
ま
で
全
て
を
可
能
に
す
る
組
織
。
詳
細
は
不
明
だ
が
、
ヒ
ト

ラ
ー
と
ド
イ
ツ
の
高
い
技
術
力
と
関
係
が
あ
る
と
の
事
。
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?
号
突
撃
砲
　
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
レ
オ
パ
ル
ド

?
号
突
撃
砲
　
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
レ
オ
パ
ル
ド

１
６
０
ｍ
ｍ
８
０
口
径
砲
　
１
門

７
．
９
２
ｍ
ｍ
機
関
銃
　
　
４
門
（
車
体
前
方
）

装
甲
　
　
１
１
０
ｍ
ｍ
～
２
０
ｍ
ｍ
　
　
最
大
傾
斜
角
　
４
０
°

速
度
　
５
５
?
（
整
地
）
　
　
　
　
　
１
０
０
０
馬
力
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
エ
ン
ジ
ン

　
　
　
４
２
?
（
不
整
地
）

車
体
前
方
に
火
力
を
集
中
し
た
攻
撃
型
突
撃
砲
。
性
能
か
ら
駆
逐
戦
車
と
し
て

も
十
分
力
を
発
揮
で
き
る
。
自
走
砲
と
し
て
の
運
用
計
画
が
基
本
で
あ
る
が
、

そ
の
強
力
な
砲
で
上
陸
第
一
波
と
し
て
上
陸
し
、
沿
岸
部
に
備
え
ら
れ
て
い
る

機
銃
座
を
粉
砕
し
た
り
す
る
の
に
も
用
い
ら
れ
る
。
主
砲
は
非
常
に
長
く
、
一

見
す
る
と
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
印
象
を
受
け
る
が
、
戦
闘
能
力
は
十
分
に
備
わ
っ

て
い
る
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

異説、ドイツ栄光の階段　兵器紹介
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